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EFP 5.28 5.38 0.038 0.043 4.50 5.25 -28.00 -24.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前　0.1％ 予　0.1％ 前　0.1％ 予　0.1％ 前　93.2 予　92.3

前　52.1 予　52.0

前　-2.7％ 前　0.3% 前　0.0%

前　-0.6%

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long
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Change

Asia

英　カーニーBOE総裁発言

Europe 独　8月 鉱工業生産

前週分 失業保険継続受給者数

独　9月 消費者物価指数英　 8月 月次GDP

　

独　8月 製造業新規受注

ＦＯＭＣ議事要旨

10月9日

USA

COMEX/NYMEX ($) Gold (Dec) 

8.9

Mon Tus

1,518.0

1,510.9

1,512.8

前週分 新規失業保険申請件数

2019年10月10日

1,630.7887.6

896.7
6.6

1,654.7
4.0

PM

883.00

1,687.00

1,507.25

Silver (Dec) Platinum (Jan) Palladium (Dec)

0.110

17.775

18.000

17.810

894.8

17.780

LBMA/LPPM Fixing ($)

10月7日

1,659.00

887.00

          コメント

Thu FriWes

Precious Metals

貴金属全般は略横ばいとなった。欧州時間は中国が米国と部分的な貿易合意に前向きな姿勢を示したことを背景に、安全資産であるゴールド買いは一巡し

た。その後、米国が中国の28団体・企業を事実上の禁輸リストに追加したことで中国は信頼感が損なわれたとし、今週の協議での大きな進展に対する期待

値を下げていると明らかにしたことから、ゴールドは反発した。米連邦準備制度理事会が公表した9月連邦公開市場委員会議事録でメンバーの金利見通しが

市場予想よりもハト派色が弱いものの、ゴールドへの影響が限定的であった。シルバー・プラチナ・パラジウムはゴールドと略同様の値動きを見せており、
マーケットの注目が米中通商協議に集まっている。

FX

ドルは主要通貨に対して上昇した。欧州時間・米国時間共に米中閣僚協議を翌日に控え、中国が依然として暫定合意の可能性を残しているほか、米農産品

購入を増やすことを提案したとの報道を受け、歩み寄りの兆しがあると捉え、米国債利回り上昇・ドル高となった。ドル/円終値107.49、ユーロ/ドル終値は

1.0973。

10月 ミシガン大学消費者態度指数パウエル米ＦＲＢ議長発言 9月 消費者物価指数

AM

1,503.40

 Fixing Prices

パウエル米ＦＲＢ議長発言

1,649.3

1,667.3901.7

1,505.1

2,207.2

-10.0 

244.4 1,456.0

613.338.3 1,840.3

8.0

368.9 1,771.6

3,227.6

-407.6 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

17.720

9月 卸売物価指数

CH　9月 購買担当者景気指数

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

-366.9 

-15.5 

2019/10/4

-4.1 

30.4

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。
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